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聾

界

展

望

卜

筋

中

の

暦

法

を

繰

る

論

寧

河
南
省
安
陽
願
の
城
北
な
る
所
謂
殿
嘘
出
土
の
亀
甲
獣
骨
文
が

畢
鼎
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
'
既
に
三
十
有
飴
年
に
な
る
｡
そ
の
間

羅
振
玉
･
王
閉
経
等
幾
多
先
師
の
判
読
に
よ
っ
て
'
殿
代
の
制
度
･

配
合
状
態
等
を
明
か
に
す
る
を
得

て'
支
部
古
代
史
研
究
に
7
大

光
明
を
蘭
す
に
至
っ
た
｡
こ
の
横
道
に
更
に
拍
革
を
加
へ
た
も
の

は
'
民
図
十
七
年
以
降
中
央
研
究
院
の
人
々
に
よ
る
殿
嘘
の
組
紋

的
畿
損
で
あ
っ
て
'
そ
の
報
骨
四
冊
を
初
め
､
ー
即
に
関
す
る
研

究
が
続
々
畿
表
さ
れ
る
に
到
っ
た
.
之
等
近
年
の
研
野
中
'
支
那

の
畢
界
に
於
て
最
も
興
味
深
き
問
題
と
し
て
'
論
軍
の
中
心
と
な

っ
た
も
の
は
暦
法
の
間
街
で
あ
る
.

1
鰐
卜
新
中
の
暦
法
が
笹
薮
注
疏
の
問
題
と
な
る
要
因
と
し
て

次
の
二
つ
を
奉
げ
る
事
が
出
来
る
｡

1
つ
は
甲
骨
挙
上
の
間
街
で

あ
-
'
他
は
支
部
暦
法
牽
達
史
上
の
問
題
で
あ
る
｡
即
ち
ー
都
は

最
初
に
ー
す
る
日
を
干
支
を
以
て
記
し
'
最
後
に
そ
の
幾
月
な
る

か
む
記
し
て
ゐ
る
O
(
王
の
幾
年
な
る
か
を
記
せ
る
も
の
も
少
-
な

い
)
従
っ
て
ー
群
判
読
の
際
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は
干
支
で
あ

-
'
最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
月
粉
で
あ
る
.
叉

1
つ
.の
甲
骨
上

の
各
所
に
散
布
す
る
-
即
の
順
序
を
た
ど
る
上
に
そ
の
暦
法
が
問

題
と
な
る
の
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
-
鮮
中
の
層
港
は
-
鮮
判
読
の
鍵

で
あ
る
｡
叉
支
部
最
古
の
確
茸
な
る
史
料

-
亀
甲
獣
骨
文
-

･

に
規
は
れ
た
る
暦
法
の
究
明
が
正
に
支
部
天
文
史
研
究
家
の
野
心

的
な
問
題
た
る
は
琴
言
を
要
し
な
い
｡
か
-
て
-
酔
研
究
家
た
る

善
作
賓

･
孫
海
波
両
氏
や
天
文
史
家
劉
朝
陽
氏
等
の
問
に
ー
新
中

所
見
の
暦
法
を
繰
っ
て
清
浄
な
論
軍
を
惹
起
し
た
事
は
官
邸
の
事

と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
｡

束
仲
激

段
商
制
度
考

中
央
大
挙
年
月
刊
二
巻
四
期

民
国
十
九
年
十

一
月

郭
抹
若

甲
骨
文
字
研
究
二
巻

樺
干
支
籍

民
図
二
十
年

T3
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董
作
賓

卜
鮮
中
所
見
之
殿
暦

安
陽
発
掘
報
骨
第
三
期

民
図
二
十
年

殿
暦
巾
蔑
佃
重
要
問
題

国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
集
刊
四
本
三
分

民
図
二
十
三
年

劉
朝
陽

殿
暦
質
疑

燕
京
畢
報
第
十
期

民
図
二
十
年
十
二
月

再
論
股
暦

同

第
十
三
期

民
国
二
十
二
年
六
月

三
諭
殿
暦

未
刊

孫
鯨
波

詮
十
三
月

単
文
雑
誌

一
巻
五
期民
図
二
十

一
年
五
月

ー
鮮
暦
法
小
記

燕
京
畢
報
第
十
七
期

民
団
二
十
四
年
六
月

商
承
酢

段
商
無
四
時
詮

清
華
週
刊
三
十
七
巻
九
･
十
合
期

民
国
二
十

一
年
五
月

郵
師
許

預
段
商
無
四
時
詮

嶺
南
拳
報
三
春

1
期

民
図
二
十
三
年
四
月

英
其
昌

叢
粍
甲
骨
金
文
中
析
滴
成
層
推
謹

集
刊
四
本
三
分

飯
島
忠
夫

干
支
の
屯
原
に
就
い
て

束
洋
畢
報
十
六
番
四
耽

十
七
巻

]
班

昭
和
二
･
三
年

殻
櫨
文
字
の
年
代

末
浮
草
報
二
十

1
番

7
涜

昭
和
八
年

束
世
激
氏
の
論
文
は
先
進
諸
家
の
巽
績
む
受
け
て
'
歴
代
の
制

度
を
概
蓮
せ
し
も
の
､
そ
の
第
三
項

｢
商
之
授
噂
｣
は
-
新
中
の

磨
港
に
関
し
て
多
少
と
も
纏
っ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る
｡
攻
に
童

作
賓
氏
が
段
暦
に
関
す
る
最
初
の
専
論
を
書
い
て
]
世
の
税
源
を

集
め
た
が
'
劉
朝
陽

･
孫
鯨
波

･
商
承
所
諸
氏
の
批
判
を
受
け
る

に
及
ん
で
'
之
に
答
ふ
る
べ
-
前
掲
論
文
の
後
者
を
牽
表
し
た
｡

而
し
て
更
に
之
に
反
駁
を
加
へ
た
も
の
は
孫
渥
波
氏
の

｢
-
鮮
暦

法
小
記
｣
で
あ
る
｡
文
部
師
許
氏
は
商
氏
の
詮
を
批
判
し

て'
重

民
を
支
持
L
t
英
其
昌
氏
亦
華
氏
の
詮
を
容
れ
て
'
之
を
文
献
桝

侍
の
三
統
贋
と
比
較
し
て
'
殿
末
の
暦
年
を
推
算
し
帝
乙
よ
り
帝

肘
に
至
る
八
十
九
年
間
の
長
暦
を
作
成
し
た
｡
こ
の
間
に
あ
っ
て

我
が
飯
島
忠
夫
氏
は
早
-
も
前
掲
論
文
の
前
者
に
於
て
-
新
中
の

｢
十
三
月
｣
｢
紀
｣
｢
歳
｣
｢
塵
｣
｢
史
｣
｢
疎
｣
等
の
文
字
よ
-
そ
の

暦
法
を
考
察
し
て
を
-
'
後
者
に
於
て
は
大
砲
四
版
巾
の
暦
法
に

関
し
て
重
民
の
所
詮
に
同
意
を
表
し
て
ゐ
る
が
'
然
も
-
群
そ
の

も
の
を
歴
代
の
遺
物
と
見
る
を
許
さ
ず
'
支
部
暦
法
襲
達
史
上
よ

り
之
を
戦
国
時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
ゐ
る
｡

附

記
胡

光

帰
氏
は
金
陵
大
挙
鯛
単
研
究
骨
出
版
の

｢
腿
閲
雑
誌
｣
第

1
期
所

載
の
演
説
稿
に
殿
人
の
推
法
を
述
べ
て
ゐ
る
由
'
張
龍
炎
氏
の
般
史
裁

判
(金
陵
壌
報

一
奄

7
期
所
載
)
に
見
ゆ
.
先
頃
の
摘
銀
す
る
餅
を
見
る

74
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に
'
胡
氏
の
誼
は
次
に
逮
ぶ
る
東
惟
軟
氏
の
誼
と
は
ゞ
同
様
で
あ
る
｡

以
上
は
論
寧
経
過
の
大
要
で
あ
る
が
'
次
に
之
等
論
争
の
要
鮎

を
述
べ
る
前
に
順
序
と
し

て'
末
世
激
氏
の
詮
を
概
観
し
て
崖
か

入
ノ
01戯

人
記
歳
時
月
日
之
法

股
人
科
親
日
把
'
亦
日
己
'
亦
日
司
.
輿
肘

雅
合
.
其
記
月
但
質
言
葉
月
田
巳
'
飴
亦
有
別
名
.
網
正
月
日

1
月
'

亦
稗
月

l
t
亦
科
正
月
D
記
日
以
干
支
'
恒
第
拳
日
干
'
其
記
時
以
日

之
出
段
銭
慶
'
凡
此
常
輿
古
金
合
O

ニ
仝
年
月

日ー支
配
之
法

一
年
之
中
般
有
十
二
分
法
(
十
二
月
)
､
輿
四
分

法
(
四
季
).
其
凹
季
之
名
'
亦
輿
後
世
同
'
惟
以
三
月
責
先
月
銭
春
'

六
月
至
八
月
馬
琴
､
九
月
至
十

1
月
悠
秋
'
十
二
月
至

1
月
銭
春
'
則

輿
後
世
典
.

一
月
之
中
段
有
三
分
法
(
三
旬
)'
惟

一
日
中
倍
撫
十
二
分

法
耳
O
殻
人
海
月
之
日
数
国
光
三
十
日
'
其
轟
月
元
日
不
悠
甲
子
軸
甲

牛
'
月
経
必
花
祭
巳
努
亥
｡

三
簡
閲
之
法

般
代
軸
閏
月
之
名
'
其
閏
月
稀
十
三
月
.
山
其
名
推
之
'

可
知
典
係
千
故
末
'
般
奥
復
有
確
置
o
此
左
氏
侍
併
謂
頗
飴
千
路
也
O

由
般
人
以
三
十
日
銭

山
月
経
之
､
別
段
人
必
以
三
百
六
十
六
日
銭
期
､

而
五
年

1
閏
O

其
時
天
文
知
執
之
可
推
両
知
者
'
略
有
数
端

｡
川干
支
之
起
源
甚
古
'

不
的
干
般
'
干
以
系
日
'
支
以
系
月
｡
伸
助
代
巳
能
預
朔
日
月
食
O
㈱

-

般
代
節
気
有
二
分
二
重
｡

何
重
氏
の
｢
-
離
中
所
見
之
段
麿
｣
も
亦
｢
紀
日
法
｣
｢
紀
句
法
｣

｢
鹿
月
法
｣
｢
紀
時
法
｣
｢
紀
紀
法
｣
と
暦
法
を
五
分
し
て
概
数
を
輿

へ
て
ゐ
る
が
之
は
割
愛
し

て'
次
に
こ
れ
等
暦
法
中
'
諭
軍
の
中

心
問
題
と
な
れ
る
二
三
に
就
い
て
'
そ
の
論
事
の
要
鮎
を
述
べ
る

事
と
す
る
｡

大
月
と
小
月

乗
せ
漁
民
が

一
月
は
規
垂
の
二
扇

で
あ
る
と
謂

ふ
の
は
'
主
と
し
て
殿
虚
書
契
前
編
三
寒
二
来
室
十
三
葉
所
載
の

干
支
表
そ
の
他
の
啓
示
に
由
る
も
の
で
'
郭
抹
若
氏
も
亦
こ
の
詮

を
探
っ
た
o

尤
も
都
民
は
之
を
前
期
と
し
て
､
そ
の
後
月
に
大
小

の
別
を
生
じ
た
と
し
て
ゐ
る
.
之
に
封
し
て
豊
作
賓
氏
は
大
砲
四

①版
の
刻
群
に
よ
-
､
厳
の
前
期
に
於
て
既
に
月
に
大
小
の
別
あ
-

大
月
は
三
十
日
に
し
て
小
月
は
二
十
九
日
で
あ
る
と
の
新
設
を
費

表
し
た
｡
(
ー
即
申
所
見
之
段
暦
)

75

大
嶺
第
四
版(
編
披
777･b
･
1人
i'1)

十
月

巽
西

十

】
月
(葵
未
)
薬
巳

英
卯

十
二
月
英
丑

葵
亥

英
酉

十
三
月
(薬
未
)
薬
巳

(葵
卯
)
l～

二

月
)
薬
丑

(
英
亥
)

二
月

葵
酉

葵
未

(薬
巳
)

董
氏
に
よ
る
と
'
之
は
十
月
よ
-

翌
年
の
五
月
に
至
る
九
ケ
月
卜
旬

に
共
用
し
た
も
の
ゝ
干
支
月
扮
の

み
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
ゝ

に
十
三
月
の
下
に
置
い
た
努
卯
は

麺
欧
の
所
で
'
十
三
月
か

1
月
か

不
明
Lj
る
も
'
こ
の
両
月
で
只
五

費
目
を
有
す
る
串
は
明
か
で
あ
る

か
ら
'
こ
の
雨
月
の
中

一
月
は
二

十
九
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
'

叉
こ
れ
に
よ
っ
て
後
に
述
べ
る
如

-
十
三
月
な
る
閏
月
が
十
二
月
と
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(
三
月
)葵
卯

薬
丑

琴
亥

四
月

築
酉
へ薬
未
)

薬
巳

五
月

薬
卯

薬
丑

努
亥

同

第

1
版

(
編
統
777
･0･一
会

三
)

五
月
(
大
)
丙
寅

丁
卯

宰
未GL･_

六
月
へ
大
)
丁
未

王
子

丁
巳

七
月
へ
小
)
丙
寅

苧
未

八
月
(
大
〕
奏
丑

甲
寅

乙
卯

甲
子

一
月
の
岡
に
介
在
す
る
事
を
蹄
経

す
る
事
か
川
凍
る
と
言
ふ
｡

重
民
に
よ
る
と
'
こ
の
五
月
と
七

月
の
雨
月
に
丙
寅
あ
-
'
八
月
に

甲
子
が
あ
る
か
ら
丙
髭
は
五
月

一

日
と
七
月

一
日
に
懲
ら
ざ
る
を
得

な
い
O
故
に
五
月
六
月
は
共
に
三

十
日
で
あ
る
｡
又
七
月
丙
寅
よ
り

八
月
甲
子
ま
で
は
五
十
九
日
で
あ

る
か
ら
'
そ
の
何
れ
か

1
つ
は
小

月
で
他
は
大
月
で
あ
る
と
言
ふ
｡

こ
の
重
民
の
詮
に
封
し
て
先
づ
質
疑
を
畿
し
た
も
の
は
劉
朝
陽

氏
で
あ
る
｡
氏
は

｢
殴
暦
質
疑
｣
に
於
て
は
'
前
述
郭
氏
の
詮
の

如
-
駿
の
前
期
に
於
て
は
'
毎
月
は
規
塾
の
三
句
な
る
も
'
後
期

に
な
っ
て
月
に
大
小
の
別
を
生
じ
た
と
論
じ
た
が
'
後

｢
再
論
殿

暦
｣
に
於
て
重
民
に
よ
る
大
観
凹
版
の
月
と
干
支
と
の
配
列
に
疑

を
抱
き
'
支
部
暦
法
史
上
よ
り
周
初
の
暦
法
に
大
小
月
の
別
の
な

い
の
に
､
股
代
に
於
て
月
に
大
小
の
別
あ
る
筈
な
し
と
L
t
第

一

版
に
つ
い
て
重
民
が
八
月
の
下
に
宣
い
た
甲
子
は
碑
映
あ
っ
て
月

粉
は
不
明
で
あ
る
鮎
を
と
ら
へ
(
二
つ
の
丙
寅
が
五
月
と
七
月
な

る
や
も
亦
即
断
を
許
さ
な
い
)
こ
の
甲
子
は
九
月
か
も
知
れ
ぬ
と
･

重
民
所
詮
の
根
接
を
衝
き
'
更
に
前
き
の
自
説
を
訂
正
し
て
'
段

は
常
に
毎
月
三
句
で
'
転
句
は
甲
よ
-
薬
に
至
る
十
日
で
あ
る
｡

(
即
ち

1
甲
十
英
詮
)然
し
乍
ら
時
に
は
四
句
五
旬
の
月
も
あ
る
と

L
t
従
っ
て
束
民
が

｢
其
毎
月
元
日
不
筏
甲
子
卸
甲
牛
'
月
経
必

茶
薬
巳
英
亥
｣
と
せ
る
を
否
定
し
て
ゐ
る
.

こ
の
劉
氏
の

〓

甲
十
英
｣
詮
に
封
し
て
重
民
は

｢
般
暦
中
幾

何
重
要
問
題
｣
の
叫
に
於
て
反
駁
し
て
ゐ
る
が
･
重
民
の
小
月
二

十
九
日
詮
に
封
す
る
劉
氏
の
反
駁
に
封
す
る
再
反
駁
は
之
を
見
出

⑦

す
む
得
な
い
.
倍
郭
抹
若
氏
は
後
に

､
重
民
の
小
月
二
十
九
日
詮

に
賛
成
し

｢
此
寛

一
重
要
牽
現
､
其
詮
無
可
易
｣
と
述
べ
て
を
る

が
'
孫
海
波
民
は
強
-
劉
氏
と
同
詮
を
主
張
し
て
ゐ
る
｡

置
開
法

こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
'
-
酢
中
に
現
れ
る
｢
十
三
月
｣

な
る
文
字
を
如
何
に
解
す
る
か
と
言
ふ
間
匙
で
あ
っ
て
'

早-
蘇

③

振
玉
氏
は
'

ー
都
中
書
十
三
月
者
凡
四
見
｡
殆
皆
有
関
之
年
也
｡
盲
時
遇
関

稀
閏
月
｡
不
若
後
世
之
種
田
幾
月
｡
華
南
有
｢
十
三
月
｣
｡
則
並

無
閏
月
之
名
｡
可
徴
古
今
栴
問
之
不
同
英
｡

④

と
蓮
べ
て
ゐ
る
が
'
薬
玉
森
氏
は

之
を
疑
ひ
'
十
月
叉
は
十

】
月

の
誤
な
ら
ん
と
言
ひ
､
劉
朝
陽
民
は
春
秋
時
代
に
す
ら
定
問
汝
は

76
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決
定
的
で
な
か
っ
た
と
言
ふ
王
靖

･
新
城
博
士
等
の
詮
に
撮
っ
て

◎

之
を
否
定
し
た
｡

董
作
賓
氏
は
某

･
劉
二
氏
の
詮
を
謹
撰
不
確
賓
也
と
駁
し

(
ド

鮮
中
所
見
之
段
暦
)
叉
発
謁
の
大
嶺
第
四
版
に
よ
っ
て
十
二
月
と

1
月
の
問
に

｢
十
三
月
｣
の
な
か
る
べ
か
ら
ざ
る
を
記
し
'
郭
氏

も
亦

｢
十
二
万

｣
は
閏
月
也
と
承
認
し
た
が
'
｢
十
三
月
｣
は
菅
に

閏
月
な
る
の
み
な
ら
ず
'
｢
掃
除
千
路
｣閏
制
に
よ
る
閏
月
で
あ
る

と
卓
張
L
t

(
尤
も
こ
の
事
は
先
き
に
束
氏
の
指
摘
せ
る
所
で
あ

る
)
二
十
三
伯
の

｢
十
三
月
｣
な
る
文
を
舜
示
し
'
之
を
武
丁
の

時
に
十
正
次
'
組
甲
の
時
に
先
攻
の
閏
月
に
あ
て
1

ゐ
る
0
更
に

①

こ
の

｢
蹄
飴
程
開
法
｣
は
氏

の
所
謂
段
の
前
期

(第

一
･
二
期
日

武
丁
至
組
甲

)

に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
り
､
後
期

(
第
三
･
四

･

五
期
日
摩
苧
至
帝
苧
)
に
於
て
は
閏
月
が

一
歳
の
中
に
あ
っ
て
'
1

月
よ
-
十
二
月
に
至
る
ま
で
皆
閏
を
有
す
る
事
が
出
来
る
と
す
る

所
謂

｢
食
中
琶
開
法
｣
に
攻
撃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ

る
.
そ
の
根
接
と
し
て
党
づ
第
二
?斯
以
後
の
-
節
に
於
て
は

｢
十

三
月
｣
な
る
月
名
の
皆
無
に
し
て
'
十
二
月
と
jE
月
と
緊
接
し
て

現
は
れ
る
事
に
注
意
し
'
第
五
期
-
節
に
硯
は
れ
た

｢
無
中
程
開

法
｣
二
例
を
容
示
し
て
之
を
誇
明
し
p
栗
に
第
二
期
の
ー
餅
と
認

め
ら
れ
る
次
の
】
例
を
奉
げ
て
'
既
に
第
二
期
に
於
て

｢
無
中
富

開
法
｣
の
存
在
せ
L
を
認
め
､
こ
の
第
二
期
を
以
て
程
開
法
轡
更

の
時
期
と
定
め
た
の
で
あ
る
.
(
段
暦
中
幾
個
重
要
開
巻
)

薬
未
-
'
兄
貞

‥
旬
亡
田
｡
六
月

英
丑
-
.
大
貞

-
句
亡
田
｡
六
月

葵
亥
-
,
大
兵

‥
旬
亡
田
｡
六
月

英
酉
-
I
大
貞

-
旬
亡
田
｡

薬
巳
-
,
兄
貞
‥
旬
亡
田
｡

英
卯
-
貞

‥
旬
亡
田
｡

英
丑
-
'
出
貞

-
句
亡
山
.
七
月

英
巳
-
,
兄
貞
‥
旬
亡
田
｡

(段
虚
侠
存
三
九
九
)

こ
の
葦
氏
の
詮
に
封
し
て
'
有
力
な
反
封
詮
を
捉
起
せ
し
も
の

は
孫
海
波
氏
で
あ
る
.
氏
些
首
ふ
'
董
君
堅
剛
期
に
於
て
二
十
次

の
十
三
月
あ
-
と
言
ふ
も
'
白
分
は
ー
節
中
よ
-
凡
四
十
の

｢
十

三
月
｣
の
文
を
著
錬
し
て
ゐ
る
と
し
て
'
そ
の
中
三
十
五
僕
を
奉

げ
､
之
を
閏
月
と
す
れ
ば
'
前
期
百
年
中
に
丙
種
の
暦
法
あ
る
能

は
ず
.

｢
十
三
月
｣
の
数
が
既
に
前
期
の
閏
月
を
造
か
に
超
過
し
て

ゐ
る
の
は
'
取
-
も
直
さ
ず
余
の

｢
十
三
月
非
閏
月
詮
｣
の
1
の

｢
張
而
有
力
之
佳
誇
｣
で
あ
る
と
し
'
更
に
ー
鮮
中
に

｢
十
四
月
｣

の
合
文
あ
る
を
拳
げ
'
｢
十
三
月
｣
を
閏
月
な
り
と
し
て
は
､

こ

の

｢
十
日
月
｣
の
合
文
は
解
牒
し
待
患
い
o

余
を
以
て
解
す
れ
ば

TT
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｢
十
三
月
｣
は
後
索
の
7
月
で
あ
り
>
同
様
に
｢
十
貯
珂
｣
は
後
家

の
二
月
に
相
常
す
る
も
の
で
あ
る
｡
叉
前
掲
の
ト
静
(
侠
三
九
九
)

に
就
い
て
は
'
余
の
排
列
に
依
れ
ば
t
と
の
六
月
は
五
旬
の
日
数

を
含
む
も
の
で
あ
る
｡
之
は
徒
だ
殿
暦
に
伺
固
定
の
開
法
な
き
詮

明
と
な
る
の
み
で
あ
っ
て
'
｢
無
中
富
開
法
｣
の
確
許
と
は
な
ら
な

ぐ
ー

段
人
相
ほ
四
季
の
区
分
な
き
を
詮
す
る
に
足
る
と
詠
じ
て
'

菓

･
董
二
氏
の
詮
を
否
定
し
て
ゐ
る
｡

い
と
許
し
て
ゐ
る
｡

四
季

卜
群
小
の
春
夏
秋
冬
の
四
字
は
薬
玉
森
氏

の
創
識
せ
る

桝
で
あ
-
'
束
冊
激
氏
姓
男
に
四
季
の
月
粉
を
定
め
た
｡
叉
善
作

賓
氏
は
某
氏
の
詮
を
引
申
疏
記
し
て
英
語
を
成
し
た
.
氏
の
四
季

の
月
粉
は
春
(
7
月
室
三
月
し貫
(
四
月
六
月
)
秩
(
七
月
至
九
月
)冬

(
十
月
至
十
二
月
)
で
あ
る
0
之
に
封
し
て
商
承
酢
氏
は
そ
の
反
詮

を
奉
げ
て

｢
殿
商
無
四
時
｣
の
詮
を
出
し
た
が
'
鄭
師
許
氏
は
そ

の
論
嬢
の
不
確
茸
を
指
摘
し
て
菓
'
董
二
氏
の
詮
を
支
持
し
て
ゐ

る
｡
叉
商
承
詐
氏
は
-
新
中
の
四
季
と
月
粉
と
の
関
係
は
春

二

重
十

7
月
)夏
〔
四
至
十
二
月
)

冬
(
]
月
至
十
二
月
)
釈
(
葬
琵
な

し
)
と
な
-
'
後
世
の
如
-
毎
季
三
月
で
は
な
-
､
叉
金
文
中
に

lJ
の
稀
な
け
れ
ば
1
歳
四
分
の
制
は
そ
の
推
行
の
時
期
を
定
め
難

い
と
論
じ
'
劉
朝
暢
民
は
四
季
と
月
粉
と
の
関
係
は
遊
移
不
定
で

f
年
中
ど
の
月
で
も
す
べ
て
春
夏
秋
冬
の
冬
季
に
雷
る
横
倉
が
あ

る
と
論
じ
'
孫
鯨
波
氏
は
･1
新
中
に
春
夏
秋
冬
の
四
字
の
牽
見
な

以
上
は
論
争
の
中
心
と
な
れ
る
問
題
に
就
い
て
'
各
詮
の
概
略

を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
'
筆
者
は
之
等
諸
詮
の
常
否
に
就
い
て
は

之
を
論
ず
る
資
格
を
持
た
ぬ
篤
め
'
努
め
て
私
心
を
去
っ
て
'
そ

の
説
-
所
を
息
箕
に
倖
へ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
'
最
後
に
少
し

-
之
等
諸
詮
の
預
後
感
を
述
べ
て
見
た
い
｡

殿
暦
問
題
は
束
冊
激
氏
に
始
っ
た
が
､
次
い
で
牽
作
賓
氏
が
前

記
の
如
-
頗
る
蔑
達
し
た
暦
法
を
組
絞
せ
る
篤
め
'
劉

･
孫
等
の

諸
家
は
｢
準
諸

1
般
配
合
贋
珠
之
進
歩
'商
人
不
能
有
如
是
之
持
寄

之
推
算
也
｣
(
孫
海
波
氏
の
言
)
と
言
ふ
立
場
よ
-
'
主
と
し
て
重

民
の
詮
を
批
判
し
'
極
め
て
素
模
な
暦
法
を
規
定
し
た

の
で
あ

る
｡
華
氏
は
常
に
前
人
未
墾
の
詮
を
出
し
'
そ
の
巧
妙
な
る
論
語

は
講
者
に
轟
き
ぬ
興
味
を
覚
え
し
め
る
の
で
あ
る
が
'
新
設
を
出

す
に
し
て
は
其
の
基
礎
の
侍
不
確
茸
な
る
恨
あ
っ
て

(
特
に
大
月

小
月
詮
の
如
き
さ
う
で
あ
る
｡
)未
だ
俄
か
に
賛
成
す
る
に
曙
拷
せ

し
め
ら
れ
る
O
然
し
乍
ら
､
常
に
論
争
の
中
心
に
居
て
'
ー
即
を

博
摸
し
立
詮
に
力
を
致
す
の
努
は
之
を
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.
叉
劉

･
孫
二
氏
は
常
に
輩
氏
の
所
詮
に
封
し
て
共
同
戦
線
を
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布
い
て
を
少

､そ
の
所
論
は
重
民
呉
氏
の
如
-
新
奇
で
は
な
い
が
i

支
部
暦
法
牽
達
史
上
よ
り
観
れ
ば
'
多
-
の
安
富
性
を
有
す
る
様

に
思
は
れ
る
｡
只
発
き
の

｢
十
三
月
｣
問
題
に
就
い
て
は
'
劉
民

の
如
-
大
鶴
第
四
版
の
-
静
の
順
序
を
稜
々
に
置
換
へ
て
見
て
も

(
再
論
段
暦
)
'
結
局
十
二
月
と

一
月
の
問
に

｢
十
三
月
｣
の
介
在

す
る
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
す
れ
ば
1
こ
の
鮎

｢
十
三
月
非
閏

月
｣
詮
も
亦
俄
か
に
組
み
す
る
を
待
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
O

又
孫
鯨
波
氏
は
大
鶴
第
四
版
に
就
い
て
直
接
に
論
ず
る
事
な
き
篤

め
'
そ
の
意
を
確
認
し
待
な
い
が
'
怒
ら
-
民
は
董
民
が

一
月
と

せ
る
薬
丑
･
薬
亥
を
十
二
万

中
に
含
め
'
之
を
五
旬
と
す
る
の
で

あ
ら
う
.
然
し
乍
ら

1
年
の
最
初
の
月
(
孫
氏
に
よ
る
し
な
る
｢
十

三
月
｣
が
準
則
に
も
五
旬
を
含
む
と
言
ふ
事
は
､
如
何
に
常
時
の

潜
没
を
素
僕
に
考
へ
る
も
'
そ
の
不
合
理
性
を
拒
否
し
得
な
い
の

で
は
な
か
ら
う
か
｡

さ
て
'
こ
の
論
争
は
菅
に
支
部
暦
法
史
上
の
'
乃
至
は
甲
骨
挙

上
の
問
題
と
言
ふ
の
み
で
な
-
'
東
洋
融
合
の
繋
明
期
と
も
言
ふ

べ
き
殿
代
の
文
化
を
推
測
す
る
7
の
バ
El
メ
ー
タ
ー
と
も
な
る
も

の
で
あ
っ
て
'
東
洋
史
研
究
家
の
正
に
注
目
す
+(
き
近
郊
の
ト
ピ

ッ
ク
で
あ
る
｡
こ
れ
散
へ
て
蔑
畢
を
も
顧
み
ず
禿
筆
を
用
ひ
し
所

以
で
あ
少

'
更
に
叉
我
が
邦
少
批
東
洋
天
文
史
家
の
参
加
を
期
待

す
る
肝
以
で
あ
る
｡
完

(
大
島

利

一
)

娃①
大
魚
四
肢
と
は
民
国
十
八
年
十
二
月
'
中
央
研
究
院
の
人
々
に
よ
-

費
掘
さ
れ
た
も
の
で
'
董
氏
の
大
魚
四
股
考
樺

(
安
陽
蓉
掘
報
せ
弟

三
期
所
載
)
に
よ
れ
ば
武
丁
･
瓢
梶
時
代
の
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
.

◎
郭
沫
若
｢
ト
鮮
通
纂
放
梓
｣
別
線
之

一

大
亀
第
四
版
考
韓
.

◎
尿
振
玉
｢般
虎
啓
契
考
樺
｣
槍
訂
本
五
四
薬
O

◎
薬
玉
森
｢
般
契
鈎
況
｣
乙
春
｡

㊨
劉
朝
陽
｢
馳
天
文
暦
法
推
測
尭
典
之
編
成
年
代
｣

燕
京
撃
難
解
七
期

1

7
七
九
貫
O

㊥
董
作
零
｢
甲
骨
交
際
代
研
究
例
｣
(
慶
祝
琴
光
培
先
生
六
十
五
歳
論
文

集
上
砂
所
載
)
は
ト
僻
研
究
に

1
期
を
劃
し
た
名
著
で
あ
る
が
'
そ

の
中
に
於
で
貞
人
そ
の
他
の
研
究
に
よ
-
ト
鮮
輿
作
の
時
期
を
次
の

五
期
に
分
け
て
ゐ
る
｡

夢

l
期

-
武
丁
時

第
二
期

-
粗
度

･
瓢
甲

第
三
期
-
庶
事

･
庚
丁

第
四
期
-
武
乙
･
文
丁

第
末
期

-
帝
乙
･
帝
辛

⑦
黄
玉
森
｢
壁
契
枚
評
｣
甲
窄

｢
般
契
鈎
況
｣
甲
容
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